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夏はやっぱり これでしょ！　スイカ割り”
目隠しされていると、子どものころの
海水浴場を思い出します。�
　　　　　　　　　（泉苑デイサービス）�
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参考：第二号被保険者保険料�
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第一号被保険者保険料の定額負担(現行)と定率負担を仮定した場合の比較（推計）�
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※３：日本経済新聞1999年８月７日付「介護保険、予想外の負担増」参照�

第二号被保険者保険料は、事業主と本人が１／２ずつ負担すると定められている�

10月は保険料の徴収が始まって一年が経ちます。そして未納者滞納者に対するペナルティも開始されます。�

第一号被保険者の保険料滞納者に対するペナルティとしては滞納期間に応じて下記のような措置がとられます。�

（１）１年間保険料を滞納した場合   �

　　　保険給付の支払方法を償還払いに変更する（介護保険法第66条）�

　　　…通常は介護サービスを利用した場合の利用料は１割負担ですが、この場合は一旦全額（10割）負担し、その後手続きをする ことで保�

　　　　険給付（９割）を受けることになります。�

（２）１年半保険料を滞納した場合   �

　　　保険給付の支払を一時差し止め、なお納付しない場合には給付額から滞納している保険料額を控除する。（介護保険法第67条）�

　　　…（１）と同様に、介護サービスを利用した場合の利用料を一旦全額自己負担し、その後手続きをして保険給付を受ける際の給付額の�

　　　　全てもしくは一部が差し止めとなります。また、さらに滞納が続く場合には差止額から滞納分の保険料に充てられることになります。�

（３）２年間保険料を滞納した場合    �

　　　保険料徴収権消滅期間がある場合には、その期間に応じて定める期間について保険給付額を７割に引き下げる（介護保険法第69条）�

　　　…保険者による保険料の徴収権は時効となるが、保険給付分は10年間遡って、通算の未納期間は利用料３割負担となる上に、高額介護        

　　　　サービス費は給付されません。�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　―介護を保険でみるということはなかなか難しいことです。―�

※１：現行制度において基準額となっている第３段階の負担率2.0％を基準と仮定して試算した負担額�

※２：第二号被保険者保険料の月収に対する保険料の負担率（0.9％）を基準と仮定して試算した負担額�

特集 介護保険 　No.16 　介護保険を考える Ｘ （説明編）                                                鈴木  恂子�

負担率：0.90.9％（※３）�

２�

・生活保護受給者�
・老齢福祉年金受給者であって世帯全員が住民税非課税の場合など�

定率負担を仮定した場合�
仮定の月収   （ ）内年収�
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負担割合�課税段階区分�

第１段階� 基準額×０．５�

負担率0.9%(※2)
[Ｂ×0.9％]

135
270
405

第２段階�

第３段階�

第４段階�

第５段階� 基準額×１．５�

基準額×０．７５�

10,000

基準額×１．０�

基準額×１．２５�

現行制度（基準額により定められている定額負担) → 第１段階、第２段階の負担率が高い第１段階、第２段階の負担率が高い�

対象者�

・世帯全員が住民税非課税の場合など�

・世帯の誰かに住民税が課税されているが、本人は住民税非課税の場合など�

・本人住民税課税で前年の合計所得金額が250万円未満の場合など�
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・本人住民税課税で前年の合計所得金額が250万円以上の場合�
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　平成13年10月より保険料の徴収が本格的に始まりました。平成12年４月からスタートした介

護保険制度は財源の半分を保険料として40歳以上の国民が負担することになっています。しかし

65歳以上の高齢者（第一号被保険者）については、平成12年４月から９月までは徴収せず、平成

12年10月から平成13年９月までの一年間は本来の負担額の半分を徴収していました。そしてい

よいよ平成13年10月から第一号被保険者も全額を負担することになります。つまり平成13年９

月までに納めていた保険料の倍額になるということです（これが本来額徴収といわれています）。

40歳以上65歳未満の第二号被保険者は医療保険に上乗せして、収入に応じた負担ですが、65歳

以上の第一号被保険者は課税階層により５段階に区分された定額負担になっています。そして年

金のある人はきまった額が年金から天引きされ（特別徴収）、年金のない人は納付書により納める

こと（普通徴収）になります。保険料は自治体（保険者）ごとにサービスの基盤体制などにより決

定しますので、住んでいる区市町村によって異なります。�

　65歳以上（第一号被保険者）の保険料の定額負担については、低所得者の負担増の問題や年金

からの天引きという徴収方法の問題などについて様々な意見がありますが、ここでは負担の割合

について考えました。保険料が課税階層により区分されているため、現実の収入額に対して比較

してみるのが難しいので、推定収入を仮定して推定収入を仮定してその負担率を比較してみると、下記の表のように

なります。「保険制度である以上、すべての人が保険料を負担することが原則です。低所得者に対

しては、５段階に区分して配慮しています」といわれていますが、こうしてみると、低所得者の

方ほど負担率が高くなることがわかります。段階別とはいえ、定額負担は低所得になるほど負担

率が大きくなり、高所得者ほど小さくなるのです。例えば収入の２％（※１）または0．9％（※２）

と仮定して定率負担で算出してみると定額負担と大きく差がひらきます。皆さまはいかがお考え

でしょうか？�
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平成13年度新規事業�

　この地域デイサービスは、元気な高齢者が住みなれた地
域で、いきいきと日常生活のリズムを大切に、メリハリの
ある暮らしを送るためのお手伝いをする活動です。活動場
所は文化センターや公会堂などで、高齢者在宅サービスセ
ンターの職員が出向き、介護予防などの活動を行う事業で
す。�

①定期的な健康チェック�
②介護予防のための日常動作の訓練�
③食生活と栄養バランスを考える昼食会�
④みんなで考える健康と暮らしの講座�
⑤趣味・生きがい講座などです。�

そ
の
他
の
活
動�

　
ま
た
介
護
予
防
活
動
の
一
環
と

し
て
、
第
２
、
４
木
曜
日
の
午
後
、

紅
葉
ヶ
丘
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
地

域
の
方
を
対
象
に
、
介
護
予
防
講

座
を
開
い
て
い
ま
す
。�

　
専
門
の
講
師
の
方
に
、
健
康
や

身
体
の
事
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
等
、
身
近
で
大
切
な
事
に
つ

い
て
、
詳
し
く
説
明
し
て
貰
っ
て

い
ま
す
。�

今
ま
で
は
、�

「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
」�

「
薬
の
飲
み
方
・
使
い
方
」�

「
い
き
い
き
！
歯
の
健
康
」�

「
皆
で
防
ご
う
、
閉
じ
こ
も
り
」�

の
テ
ー
マ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。�

参
加
さ
れ
た
方
か
ら
の
質
問
に
応

え
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、
相
談
窓

口
と
し
て
の
重
要
性
も
増
し
て
き

て
い
ま
す
。�

　あさひ苑・緑苑・泉苑・
の地域デイサービスの会場
には、各施設より、出来立
てのおいしいごはんが届け
られる仕組みになっていま
す。�
　ほとんどの方が、「おいし
いわ！」、「なかなか一人
じゃここまで作れないわ」、
「ここでのお昼を楽しみに
してきているの」と、ご好
評頂いております。�
�

昼
食
の
一
例�

ご
は
ん
・
み
そ
汁�

鮭
の
漬
け
焼
き�

炊
合
わ
せ�

ほ
う
れ
ん
草
の�

わ
さ
び
和
え�

つ
け
も
の
・
ぶ
ど
う�

5
5
4
カ
ロ
リ
ー�

◎ 文の中に有りました、府中市第○地区とは、府中
市介護保険認定調査区域図に準じた区域の事を示し
ます。�
◎ 詳しくはお近くの在宅介護支援サービスまで、お
尋ね下さい。�

　　　　泉　　苑�
（日）…�

　　�

（月）…�
　�

（火）…�
　�

（水）…＊武蔵台文化センター�
　　　　（武蔵台）�

（木）…�
　�

（金）…西府文化センター�
　　　　（西府町）�

（土）…日鋼団地第１集会場�
　　　　（日鋼町）�
＊ ８月まで武蔵台１丁目自治会館で開催�

参加ご希望の方は�
042-366-0080�
（泉苑）まで�

　　　あさひ苑�
（日）…�

　　�

（月）…多磨町公会堂�
　　　（多磨町）�

（火）…信愛緑苑�
　　　（緑町）�

（水）…紅葉ヶ丘文化センター�
　　　（紅葉ヶ丘）�

（木）…南府中自治会館�
　　　（小柳町）�

（金）…白糸台文化センター�
　　　（白糸台）�

（土）…つくし会館�
　　　（浅間町）�

参加ご希望の方は�
042-369-0080�
（あさひ苑）まで�

�

健康体操�

趣味活動�

お昼ごはん�

外出活動�

食 事 中 �

　
あ
さ
ひ
苑
で
は
平
成
１３
年
４
月
よ
り
、

府
中
市
の
地
域
に
お
け
る
福
祉
づ
く
り
事

業
の
一
環
と
し
て
、
地
域
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。�

　
参
加
さ
れ
る
方
々
が
、
よ
り
充
実
し
た

生
活
を
過
ご
さ
れ
る
よ
う
お
手
伝
い
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。�

「
元
気
に
い
こ
う
会
」
と
命
名
し
、
月
曜
日
か
ら
土
曜

日
ま
で
６
つ
の
会
場
で
府
中
市
第
１
地
区
（
多
磨
町
、

朝
日
町
、
紅
葉
ヶ
丘
、
若
松
町
、
浅
間
町
、
緑
町
、
白

糸
台
、
小
柳
町
の
一
部
）
を
対
象
エ
リ
ア
と
し
て
実
施

し
て
い
ま
す
。�

　
　
　
　
　
　�

　
前
年
度
事
業

の
Ｂ
型
機
能
訓

練
か
ら
引
き
続

き
参
加
さ
れ
た

方
も
多
く
、
８

月
現
在
で
６０
名

を
越
え
る
方
々

が
登
録
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た

必
要
な
方
に
は
、

車
で
の
送
迎
も

行
っ
て
い
ま
す
。�

�

●参加者は、６５歳以上の介護予防を必要と
する方を基本に個人、または自治会、老人ク
ラブ、趣味のグループなどでも参加できます。�
●参加費は月額５００円。ほかに昼食代とし
て、一食４５０円です。�
●活動内容は、職員とご利用者が一緒に決め
ていきますが、基本メニューとしては�
�

泉
苑
地
域
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
を
、

平
成
１３
年
８
月

よ
り
開
催
い
た

し
ま
し
た
。�

　
泉
苑
は
府
中
市
第
５
地
区

（
武
蔵
台
、
北
山
町
、
西
府

町
、
西
原
町
、
本
宿
町
、
日

鋼
町
、
東
芝
町
、
美
好
町
の

一
部
）
地
域
に
お
い
て
、
３

つ
の
会
場
で
開
催
（
８
月
現

在
）
し
て
い
ま
す
。�

今
後
、
ご
要
望
に
応
じ
て
他

の
曜
日
の
開
催
も
行
っ
て
い

く
予
定
で
す
。�

　
緑
苑
で
は
毎
週
火
曜
日
、

あ
さ
ひ
苑
の
職
員
が
緑
苑
へ

出
向
き
活
動
し
て
い
ま
す
。�

　
送
迎
バ
ス
で
沢
山
の
方
々
が
来
ら
れ

て
お
り
喫
茶
室
で
の
お
茶
会
や
、
大
勢

の
参
加
人
数
と
設
備
を
い
か
し
て
の
体

操
、
レ
ク
、
ド
ラ
イ
ブ
な
ど
幅
広
く
活

動
し
て
い
ま
す
。�

　各会場共に、午前中は健康体操�
（座ったまま出来る軽い体操から、
ラバーチューブ・棒体操・レクレー
ション）など、一週間の出来事など
談笑しつつ、体と、頭を使った体操
などニーズに合わせて色々行ってい
ます。�
　おいしい昼食を食べたら一休み（少し横になる方もいらっしゃいます）�
　午後は、各会場、担当職員、ご利用者によって会場ごとに特色があります。
小物作り、ちぎり絵、細工、季節の花のしおり作り、レクレーションを、楽し
んだりと様々です。�
　また、定期的な活動としては、映画会、ドライブ（外出活動）で、府中の森
美術館（あさひ苑）へ行ったり、梨狩り（泉苑）へ行ったりと様々な活動が行
われています。　　　　　　　　　　　　　　　　（あさひ苑・伝刀　耕祐）�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（泉　　苑・阿久津　弘）�

４�
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「
夢
中
に
な
っ
て
い
る
こ
と
」�

　
今
、
白
鳥
学
童
で
「
流
行
し
て
い
る
こ
と
」

「
夢
中
に
な
っ
て
い
る
こ
と
」
と
い
え
ば
、

「
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
」
で
す
。
毎
年
、
東
京
都
児

童
福
祉
施
設
球
技
大
会
の
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
の
部

に
、
白
鳥
寮
と
中
野
区
さ
つ
き
寮
の
学
童
の
子

ど
も
達
で
参
加
し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
、
練
習

の
か
い
あ
り
、
始
め
て
の
勝
利
を
手
に
す
る
こ

と
が
で
き
、
ま
た
ベ
ス
ト
８
に
も
残
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。�

　
大
会
ま
で
の
練
習
は
子
ど
も
と
相
談
し
て
決

め
ま
す
。
練
習
を
い
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
遊

び
の
時
間
が
削
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
子

ど
も
達
と
話
し
合
い
、
今
年
の
練
習
方
法
、
時

間
を
決
め
ま
し
た
。
昨
年
に
続
き
、
予
選
を
突

破
し
た
い
と
い
う
子
ど
も
達
の
気
持
ち
が
強
く
、

週
３
回
練
習
を
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。�

　
練
習
方
法
は
、
中
・
高
学
年
は
、
実
戦
対
応

の
中
当
て
や
パ
ス
回
し
。
低
学
年
の
子
は
ボ
ー

ル
に
慣
れ
る
と
、
投
げ
る
練
習
を
中
心
に
行
い

ま
し
た
。
中
高
年
は
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
の
練
習

で
は
な
い
日
も
、
自
主
的
に
、
み
ん
な
を
集
め

て
練
習
を
し
た
り
、
練
習
前
に
は
、
泉
苑
の
外

周
を
走
り
、
体
力
作
り
も
し
、
や
る
だ
け
の
こ

と
は
や
っ
て
、
予
選
突
破
と
い
う
「
目
標
」
に

向
か
っ
て
、
当
日
を
迎
え
ま
し
た
。�

　
１
試
合
目
は
、
11
対
１
の
大
勝
利
。
２
試
合

目
は
お
し
く
も
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
１

勝
１
敗
得
失
点
差
で
、
ベ
ス
ト
８
進
出
！
準
々

決
勝
の
壁
は
厚
く
、
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

で
も
目
標
で
あ
っ
た
予
選
突
破
も
で
き
、
子
ど

も
達
は
„努
力
し
た
こ
と
は
結
果
に
つ
な
が
る
“

と
い
う
こ
と
を
体
験
で
き
た
と
思
い
ま
す
。�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
加
藤
　
卓
）�

「ドッジボール大会～努力と友情～」�
　（７月２５日の東京都児童福祉施設競

技大会で学童はドッジボールに燃え尽

きました）�

　一生懸命練習してレギュラーを任さ

れたＡちゃんとＢ君、練習にあまり出

ないで補欠になったＣ君。私としては

全員少しずつでも出してあげたいと考

えていました。しかし、Ａちゃんは「前

日も休んだＣ君と変わるのは絶対に納

得がいかない」という感じでした。Ａ

ちゃん、Ｂ君は全試合出してあげたい

し、Ｃ君も少しは出してあげたいし…。�

考えた末「Ａちゃん、Ｂ君、全試合に出ていいよ。頑張って」と声をかけ、試合に臨む。一回戦

は杉並学園に1１対１で圧勝。試合を終えたＡちゃんはとても満たされた顔をして、「私はもう満

足だから、次の試合はＣ君に出てもらう」とのこと。それを聞いたＣ君は「Ａちゃん、ありがと

う」と大喜びで試合に出場。しかしＣ君は練習不足のため、ルール違反のラインクロスを続けて

しまう。相手の実力にも負け敗戦。ちゃんと練習しとけば良かったと反省するＣ君。しかしなん

と予選リーグで２位となり、見事に決勝トーナメントに進出することができました。トーナメン

ト初戦ではレギュラーのＡちゃんがはりきって復活。相手は石神井学園、何度も優勝している強

豪です。結果は惜しくも敗れてしまったけれど、精一杯頑張った子供達はみんな良い顔をしてい

ました。　　�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（市村英貴）�

�

-「光れ。泥だんこ」�
　今、子供たちの間で流行っている事。それ
は光る泥だんご作りです。きずなに限らず、
どこの小学校でも子ども達はみんな夢中にな
って泥だんごを作っているようです。きずな
での発端は職員がＮＨＫで放送された「光る
泥だんご」のドキュメント番組を見たことで
した。そのビデオを、小学生や保育児に見せ
ると大反響で、ビデオを見終わった途端みん
なで砂場に駆け出して、泥だんごを作り始めた
のでした。�
   水を混ぜた砂を強く握ってだんごを作り、
それからサラサラの白砂を何回もかけてその
後時間をかけて指や布で磨きこすり続けると、
黒く光るボーリングの玉のようなピカピカに光る泥だんごが出来上がるので
す。大人が見ても目を疑うような、とても砂で作ったとは思えないキレイな
砂の玉なのです。�
　上手に丸く作れなかったり、磨いているうちにヒビが入ってしまう子ども
がいたり、職員も一緒になって必死で作りますがなかなか上手くいきません。
しばらくやってみて分かったことは、砂場の砂だけではなく校庭の土が必要
らしいということやきずなの砂場には庭の砂利がたくさん混じっていて砂利
入りのデコボコだんごになってしまうという
ことなどでした。それに気づくと子ども達は
「学校から持ってきた！」とビニール袋に学
校の砂を入れて持ち帰ったり砂をふるいに何
回もかけて砂利の混ざらないサラサラの砂を
作ってみたり工夫をするようになりました。�
　２歳、３歳の保育児から小学生まで皆が砂
場に集まり大切な泥だんごに「ピカピカになぁれ」と魔法をかけているのです。�
（松崎美貴子）�

�

�

６�

「我が家の癒し時間」�
　緑苑では、今年の４月より普段体を動かす機会の少ない
特養の御利用者を中心とした健康体操が、月２回行われて
います。�
　皆さんはその日の体操が終わるとすぐに「次はいつです
か？」と次回の体操を楽しみにしています。�
　ほぼ全員が参加されて、普段は体を動かすことを好まな
い方も健康体操は笑顔で行われています。ゆっくりと首を
動かしたり、足を動かしたり、御利用者のペースに合わせ
ることにより心もリラックスできるようです。�
　８０センチ程ある棒を使った体操は片手しか挙がらない方
でも棒を両手で持つことにより両手を挙げることができた
り、体をひねったりと積極的に体を動かされています。ま
た、つぼを刺激するマットを使い「つぼに刺激されて体の
調子が良くなった気がする」との声も聞かれ人気です。時
には職員が夢中になってしまうこともあります。ただ体を
動かすだけよりも、道具を使った体操の方がよく体を動か
せて「体が伸びて気持ちがいいねぇ」などのたくさんの声
が聞かれます。�
　体操の合間にお手玉を取り入れた時は女性の御利用者が
とても上手に遊んでいる姿に驚かされます。「昔は三つま
でできたのよ」と思い出されています。�
　体操を終えた後、先生と一緒にお話をしながらおやつを
食べるのも楽しみの一つとなっています　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（橋本　裕子）
　�

　
「
食
後
の
ひ
と
と
き
」�

〜
７
な
ら
べ
は
人
生
の
縮
図
？
〜�

　
午
後
１２
時
４０
分
過
ぎ
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
食
堂

か
ら
食
事
を
終
え
た
ご
利
用
者
が
徐
々
に
活
動

室
へ
戻
っ
て
き
ま
す
。
午
後
の
活
動
が
始
ま
り

は
１
時
４０
分
。
長
い
人
で
約
１
時
間
、
短
い
人

で
は
３０
分
程
度
の
食
休
み
の
始
ま
り
で
す
。�

　
職
員
が
コ
ー
ヒ
ー
と
紅
茶
を
配
り
始
め
ま
す
。

「
私
は
コ
ー
ヒ
ー
、
私
は
ミ
ル
ク
と
砂
糖
を
入

れ
て
ね
」｢

私
は
紅
茶
ね
。
ミ
ル
ク
も
た
っ
ぷ

り
ね｣

「
私
は
ブ
ラ
ッ
ク
だ
よ
」
等
な
ど
、
注

文
に
も
、
そ
の
日
、
そ
の
人
の
個
性
が
に
じ
み

出
て
、
凝
縮
さ
れ
た
人
生
模
様
を
見
る
よ
う
な

楽
し
さ
が
あ
り
ま
す
。�

　
こ
の
時
間
は
あ
え
て
何
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
組

ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。
利
用
者
同
士
、
又
は
職
員

と
、
も
し
く
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
と
、
ゆ
っ

く
り
話
し
を
す
る
の
も
よ
し
、
う
つ
ら
う
つ
ら

舟
を
こ
ぐ
の
も
よ
し
、
の
ん
び
り

ゆ
っ
く
り
お
気
に
召
す
ま
ま
時
の

流
れ
に
身
を
任
せ
て
い
た
だ
く
時

間
で
す
。�

　
さ
て
、
そ
ん
な
食
後
の
ひ
と
と

き
で
す
が
毎
週
火
曜
日
、
金
曜
日

は
な
に
や
ら
活
気
づ
い
て
い
る
一
団
が
…
お
や

ま
ぁ
、
や
っ
て
い
ま
す
「
７
な
ら
べ
」
。
お
な

じ
み
の
ト
ラ
ン
プ
カ
ー
ド
で
す
。
い
つ
も
の
メ

ン
バ
ー
が
い
つ
も
の
席
で
い
つ
も
の
飲
み
物
を

傍
ら
に
、
カ
ー
ド
さ
ば
き
も
鮮
や
か
で
す
。
時

に
は
み
ん
な
で
歓
声
を
上
げ
、
時
に
は
全
員
押

し
黙
っ
て
ま
さ
に
一
喜
一
憂
の
連
続
で
す
。

「
誰
よ
、
ハ
ー
ト
の
８
持
っ
て
い
る
の
は
？
早

く
出
し
な
さ
い
よ
」
「
あ
ァ
良
か
っ
た
。
待
っ

て
い
た
の
よ
、
そ
れ
が
出
て
く
る
の
を
」
「
あ

〜
ぁ
仕
方
が
無
い
一
回
休
む
わ
」「･･

…(

無
言)

」

７
な
ら
べ
を
や
っ
た
事
の
あ
る
皆
さ
ん
な
ら
わ

か
り
ま
す
よ
ね
。
こ
の
言
葉
の
中
に
込
め
ら
れ

た
意
味
、
悔
し
さ
、
嬉
し
さ
、
あ
き
ら
め
、
は

た
ま
た
押
し
殺
し
た
喜
び
？
　
こ
の
時
の
ね
、

表
情
が
い
い
ん
で
す
。
と
っ
て
も
い
い
ん
で
す
。

本
当
お
見
せ
で
き
な
い
の
が
残
念
で
な
り
ま
せ

ん
。
で
も
、
想
像
が
つ
く
で
し
ょ
、
ホ
ラ
、
こ

ー
ん
な
悔
し
そ
う
な
顔
、
あ
ー
ん
な
嬉
し
そ
う

な
顔
、
す
っ
か
り
あ
き
ら
め
ち
ゃ
っ
た
顔
、
そ

し
て
嬉
し
さ
を
か
み
殺
し
て
黙
々
と
カ
ー
ド
を

並
べ
て
い
る
顔
…
。�

　
ど
ー
し
て
も
見
た
く
な
っ
た
人
は

火
曜
日
か
金
曜
日
に
あ
さ
ひ
苑
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
へ
。
た
だ
し
、
見
世
物
じ

ゃ
な
い
の
で
コ
ッ
ソ
リ
覗
い
て
下
さ

い
ね�

　
　
　
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
Ａ
金
井
）�

「名所温泉巡り」�
　泉苑ではお楽しみ入浴として御利用
者に月に３日間日本各地の温泉の素を入
れて入浴して頂いています。�
そんなわけで泉苑のお風呂の湯は別府や草
津、湯布院、箱根など、日本全国約13種
もの名泉づくしです。７月は草津の湯でし
た。「疲労回復、冷え性・肩こり・腰痛」等
の効能がある温泉でした。御利用者の方には
ポスターを貼り月毎の「温泉」のおしらせをし
ていますが、入浴前にも効能の話をしたり入浴中
にも効能を説明すると「そりゃあいいね～。じゃ
あ、ゆっくりつかるかね～」と喜んで下さる方もい
ます。また、「本当に効くの？」と半信半擬の方も
いたりもしますが、最後には「気持ちがいいね」と笑
顔を見せてくれます。その笑顔に職員は「きっと、疲労
回復、冷え性・肩こり・腰痛のいずれかが回復している
のでは？」と思ったりしています。その他にもお楽しみ
入浴として季節感を味わって頂くためにお風呂場の脱衣
所に８月、９月は簾にうちわや折り紙で作ったあさがお
等で夏を感じて頂けるように
しました。秋にはすすきや紅
葉等を飾る事を考えています。�
　泉苑のお風呂は「湯」のの
れんをくぐればまさに「最高
の温泉地」です。　　　　　
（迫畑　麻美）�
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青
山
幸
子
、
青
木
キ
ヌ
、
青
木
成
江
、
赤
井

栄
子
、
赤
田
美
恵
子
、
赤
林
好
子
、
秋
山
喜

重
、
浅
井
吉
子
、
芦
沢
千
春
、
阿
部
幸
子
、

阿
部
才
千
代
、
阿
部
美
恵
子
、
飯
塚
喜
亥
子
、

飯
塚
麻
紀
、
石
井
タ
ケ
子
、
石
井
宏
、
石
坂

勝
世
、
石
川
滋
子
、
石
川
智
枝
子
、
石
森
節

子
、
一
木
ち
ど
り
、
伊
藤
茂
男
、
伊
東
冨
美

子
、
伊
藤
浜
子
、
猪
野
彩
子
、
井
上
和
子
、

井
上
佐
代
子
、
井
上
静
子
、
井
上
宏
子
、
井

上
文
恵
、
井
踏
世
津
子
、
今
津
勝
子
、
岩
井

由
美
子
、
岩
渕
賢
一
、
魚
住
仁
恵
、
上
沢
美

和
子
、
上
島
み
ど
り
、
上
野
玲
子
、
鵜
澤
シ

ヅ
、
江
田
廣
子
、
遠
藤
淳
子
、
遠
藤
み
つ
よ
、

遠
藤
陽
子
、
及
川
嘉
之
、
大
久
保
き
一
、
大

久
保
徹
、
大
久
保
睦
代
、
大
倉
弘
子
、
太
田

ト
ク
、
大
貫
祐
子
、
大
野
俊
明
、
大
橋
ち
よ

こ
、
岡
信
、
小
川
健
治
、
荻
野
和
子
、
小
倉

道
子
、
小
澤
末
子
、
尾
崎
ヨ
シ
子
、
小
野
健

吾
、
恩
田
猛
、
笠
間
豊
子
、
梶
田
慶
子
、
鹿

島
千
重
子
、
家
族
会
、
カ
ッ
ト
サ
ロ
ン
ア
ベ
、

勝
倉
清
子
、
加
藤
衣
子
、
加
藤
静
、
加
藤
博

子
、
加
藤
ま
き
、
加
藤
モ
ト
子
、
金
井
千
里
、

金
子
純
郎
、
神
尾
史
郎
、
河
内
セ
イ
、
河
内

ヒ
サ
、
川
崎
綾
子
、
川
崎
和
代
、
菊
地
け
さ
、

岸
伸
年
、
北
邑
ヒ
デ
子
、
城
所
栄
子
、
木
下

え
り
子
、
木
村
幸
子
、
木
村
節
子
、
日
下
部

恭
子
、
草
野
美
鈴
、
熊
倉
洋
子
、
久
保
美
紀
、

久
保
倉
由
美
、
久
保
田
摩
耶
子
、
久
保
野
妙
、

蔵
本
真
也
、
蔵
本
真
耶
、
黒
岩
富
美
子
、
黒

川
佳
子
、
黒
澤
貞
子
、
黒
田
久
江
、
桑
田
知

行
、
弦
間
ま
さ
、
小
出
晨
一
、
小
出
由
美
子
、

河
野
ト
シ
ヨ
、
香
山
弘
子
、
小
河
内
京
子
、

小
島
留
美
子
、
小
島
ユ
ミ
子
、
小
島
百
合
子
、

小
須
田
ま
つ
代
、
後
藤
寿
枝
、
小
林
希
代
子
、

小
林
貞
子
、
小
松
志
野
、
小
柳
シ
ズ
エ
、
小

山
幸
枝
、
近
藤
宏
、
今
野
幸
子
、
紺
野
和
子
、

斉
藤
栄
子
、
斉
藤
孝
子
、
坂
本
文
子
、
坂
本

政
夫
、
佐
賀
ふ
さ
乃
、
佐
久
間
仁
郎
、
桜
山

佐
恵
、
佐
藤
秋
子
、
佐
藤
晶
代
、
佐
藤
セ
ツ
、

佐
藤
な
か
子
、
佐
藤
富
士
子
、
佐
野
田
鶴
子
、

芝
喜
久
子
、
柴
田
美
紀
、
柴
山
泰
行
、
島
津

弘
子
、
嶋
田
深
雪
、
清
水
文
枝
、
下
江
美
鈴
、

翔
駒
会
、
松
頭
豪
蔵
、
白
石
富
美
子
、
城
田

一
伊
、
進
藤
サ
チ
子
、
菅
原
芳
子
、
杉
山
シ

ズ
、
鈴
木
嘉
子
、
鈴
木
昌
子
、
鈴
木
千
代
子
、

砂
辺
強
士
、
関
川
け
い
子
、
関
里
香
、
薗
部

あ
さ
、
薗
部
ノ
ブ
、
平
美
枝
子
、
高
市
美
智

子
、
高
沢
和
子
、
高
田
道
敏
、
鷹
野
栄
子
、

高
橋
葵
、
高
橋
明
子
、
高
橋
和
彦
、
高
橋
さ

か
え
、
高
橋
雪
江
、
高
橋
よ
う
、
高
嵩
米
子
、

高
野
晴
美
、
田
上
昌
宣
、
竹
松
ふ
く
、
竹
谷

美
知
子
、
竹
内
カ
ツ
子
、
竹
内
範
子
、
竹
内

由
美
子
、
館
功
、
辰
本
ケ
イ
子
、
田
中
一
夫
、

田
中
か
な
子
、
田
中
久
美
子
、
田
中
美
智
子
、

田
中
光
江
、
田
中
翠
、
玉
田
て
い
子
、
田
村

俊
一
、
田
村
冬
、
丹
野
由
紀
子
、
千
葉
よ
し
、

辻
新
浩
、
辻
村
千
枝
子
、
角
田
和
歌
子
、
鶴

見
泉
、
寺
本
キ
ミ
コ
、
東
郷
栄
子
、
東
京
三

菱
銀
行
野
方
支
店
、
東
京
都
遊
技
業
協
同
組

合
、
東
洋
大
学
社
会
福
祉
実
習
室
、
徳
永
桃

子
、
奈
須
静
江
、
中
下
秀
子
、
中
島
ト
シ
エ
、

中
島
ト
シ
コ
、
永
田
啓
子
、
永
田
真
里
、
中

野
利
子
、
長
野
信
子
、
中
村
和
美
、
中
村
国

三
、
中
村
と
く
子
、
中
村
フ
サ
子
、
中
村
美

佐
江
、
中
村
美
穂
子
、
仲
山
絵
美
、
永
吉
和

子
、
並
木
良
夫
、
西
久
保
長
子
、
西
木
操
、

西
沢
達
也
、
西
村
重
信
、
野
嶋
義
道
、
萩
原

八
枝
、
橋
本
巌
、
長
谷
川
宣
子
、
働
く
婦
人

の
会
、
花
沢
浩
子
、
原
あ
い
、
原
貴
美
、
原

菊
江
、
原
田
き
よ
、
羽
山
直
子
、
久
武
勝
志
、

土
方
梢
、
土
方
美
智
子
、
ひ
の
き
し
ん
の
会
、

平
泉
順
子
、
平
澤
み
ど
り
、
平
田
敦
子
、
平

山
房
子
、
広
瀬
寿
美
子
、
広
瀬
正
子
、
福
島

シ
マ
、
藤
田
富
治
郎
、
藤
原
藍
子
、
藤
森
有
、

二
家
貞
子
、
古
戸
育
子
、
舟
山
聡
子
、
ボ
ー

イ
ス
カ
ウ
ト
府
中
一
団
、
法
師
人
富
子
、
保

科
厚
、
堀
口
初
江
、
本
間
和
枝
、
前
田
奈
美

栄
、
前
田
町
子
、
牧
内
ヤ
ス
子
、
牧
野
新
子
、

増
田
祐
子
、
松
井
栄
美
子
、
松
井
光
江
、
松

川
香
津
子
、
松
木
洋
人
、
松
沢
通
子
、
松
下

和
親
、
松
田
恵
子
、
松
土
珠
美
子
、
松
野
ア

イ
、
松
村
さ
き
、
松
村
伸
郎
、
松
本
健
子
、

真
辺
寛
子
、
丸
山
公
恵
、
丸
山
純
礼
、
三
木

タ
カ
子
、
水
野
知
恵
、
三
溝
久
枝
、
御
手
洗

昭
二
、
峯
尾
剛
史
、
三
輪
孝
子
、
三
輪
武
志
、

宮
澤
由
紀
枝
、
宮
田
静
江
、
宮
本
雄
一
、
村

尾
良
子
、
村
上
節
、
村
杉
佳
代
、
村
野
登
美

枝
、
毛
利
裕
子
、
茂
木
督
周
、
茂
木
成
子
、

望
月
友
子
、
元
田
良
一
、
森
口
絹
代
、
森
田

慎
也
、
盛
田
光
代
、
谷
田
部
末
子
、
山
内
邦

子
、
山
内
俊
子
、
山
上
涼
子
、
山
川
國
男
、

山
田
ケ
イ
コ
、
山
田
繁
子
、
山
本
千
津
子
、

山
本
峯
子
、
友
愛
会
、
弓
削
田
恵
美
子
、
横

井
太
一
、
横
田
公
子
、
横
山
征
夫
、
横
山
陸

子
、
吉
田
ヒ
サ
子
、
吉
田
睦
子
、
米
山
君
子
、

立
教
大
学
ど
り
ぃ
む
ぼ
っ
く
す
、
若
月
ユ
キ

子
、
我
妻
康
博
、
脇
坂
昭
典
、
脇
山
令
子
、

和
田
洋
、
和
田
都
、
渡
部
恵
美
子
、
渡
辺
キ

ク（
平
成
13
年
５
月
〜
８
月
）�
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Ｗ
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Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
プ
ロ
レ
ス
株
式

会
社
、
青
島
孝
、
浅
川
医
院
、
今
村
敬

二
、
飯
島
益
美
、
和
泉
短
期
大
学
、
市

川
磯
久
司
、
岩
田
道
子
、
内
野
滋
雄
、

梅
津
か
を
る
、
江
口
あ
つ
子
、
遠
藤
盛
、

大
塚
浩
一
、
小
野
要
次
郎
、
御
筆
あ
や
、

小
澤
米
子
、
大
塚
一
、
鹿
島
幸
男
、

（
株
）
フ
ォ
ー
ラ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、

（
株
）
ボ
リ
シ
ョ
イ
サ
ー
カ
ス
営
業
部
、

（
株
）
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
、
兼
平
昭
義
、
鬼
頭
護
、

木
村
ま
さ
よ
し
、
木
村
都
紀
子
、
キ
ャ

ノ
ン
（
株
）
社
会
・
文
化
支
援
室
、
熊

谷
静
子
、
財
団
法
人
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
協
会
Ｖ
リ
ー
グ
事
務
局
、
小
島
ユ
ミ

子
、
坂
本
文
子
、
佐
東
富
士
子
、
（
社

福
）
大
洋
社
、
（
社
福
）
大
洋
社
、

（
社
）
日
本
魚
肉
ソ
ー
セ
ー
ジ
協
会
、

白
倉
医
院
、
シ
ル
バ
ー
ヴ
ィ
ラ
哲
学
堂
、

進
藤
宏
道
、
新
免
哉
子
、
親
善
ク
レ
ー

セ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
鈴
木
貴
、
鈴
木

宏
子
、
ス
パ
ー
ク
ル
天
地
、
関
七
郎
、

関
根
靖
男
、
副
田
あ
け
み
、
竹
安
ま
ゆ

美
、
高
森
千
恵
子
、
田
島
衛
、
田
中
玲

子
、
丹
野
昭
・
由
紀
子
、
寺
島
恵
美
、

時
田
淳
、
東
京
都
食
肉
生
活
衛
生
同
業

組
合
、
東
京
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
ク
ラ
ブ
、

東
京
読
売
巨
人
軍
、
中
田
龍
佑
、
中
山

良
英
、
ナ
ー
セ
リ
ー
あ
ん
ど
う
、
西
田

哲
雄
、
鳩
貝
法
三
郎
、
樋
口
キ
ミ
、
比

留
間
敏
夫
、
福
井
博
、
福
島
三
恵
子
、

藤
田
富
治
郎
、
府
中
医
師
会
、
府
中
産

業
課
、
松
村
さ
き
、
松
本
健
子
、
三
井

袈
裟
四
、
緑
町
三
丁
目
自
治
会
、
緑
町

自
治
会
、
緑
町
睦
月
会
、
三
輪
武
志
、

む
さ
し
の
会
、
武
蔵
台
一
丁
目
西
町
会
、

武
蔵
台
一
丁
目
東
町
会
、
村
井
君
、
森

崎
新
吉
、
森
永
府
中
ミ
ル
ク
セ
ン
タ
ー
、

森
山
裕
夫
、
両
角
袈
裟
治
、
柳
沢
敬
子
、

（
有
）
秋
山
酒
店
、
弓
削
田
恵
美
子
、

湯
沢
直
美
、
緑
寿
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
東

桜
会�

（
平
成
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年
５
月
〜
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�

　
し
ら
と
り
で
は
、夜
間
保
育
の「
ト

ワ
イ
ラ
イ
ト
ス
テ
イ
」
や
、
地
域
交

流
事
業
の
「
オ
ー
プ
ン
ル
ー
ム
」
等

に
、
数
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
動

し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
達
と
遊
ん
だ

り
、
片
付
け
や
掃
除
、
そ
の
他
様
々�

な
お
手
伝
い
を
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。

民
生
委
員
や
主
婦
の
方
、
学
生
達
の

中
に
は
、
保
育
士
や
看
護
婦
経
験
を

お
持
ち
の
方
や
子
育
て
経
験
豊
富
な

方
、
社
会
福
祉
関
係
の
勉
強
を
な
さ

っ
て
い
る
方
達
な
ど
、
非
常
に
心
強

い
方
々
ば
か
り
で
す
が
、
資
格
や
経

験
等
は
問
い
ま
せ
ん
。
い
つ
で
も
募

集
し
て
い
ま
す
の
で
、
子
ど
も
達
と

遊
ん
で
み
た
い
と
思
う
方
は
ご
連
絡

下
さ
い
。�

　
　
　
　
　
　
　
（
近
藤
奈
津
子
）�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
紹
介
�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
御
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
（
敬
称
略
）
�

御
寄
贈
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
（
敬
称
略
）
�

あ
さ
ひ
苑�

し
ら
と
り�

８�

　
蒸
し
暑
い
日
が
続
く
８
月
14
日
、
福

祉
会
計
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
宮
内
真

木
子
次
長
が
緑
苑
で
三
味
線
と
小
唄
を

披
露
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
会
計
の
研

修
会
と
は
ま
た
趣
も
違
う
真
木
子
節
で
、

隅
田
川
の
涼
風
が
流
れ
て
き
た
よ
う
な

午
後
の
ひ
と
と
き
を
利
用
者
の
方
々
も

楽
し
み
ま
し
た
。
　
　
（
上
野
広
美
）�

　
８
月
に
行
わ
れ
た
納
涼
祭
を
支
え

て
く
だ
さ
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
紹

介
を
し
ま
す
。
お
祭
り
に
は
欠
か
せ

な
い
盆
踊
り
で
は
「
翔
駒
会
」
の
方

が
太
鼓
を
、
地
域
の
方
々
が
踊
り
を

と
、
と
て
も
に
ぎ
や
か
な
も
の
に
な

り
ま
し
た
。
又
、
模
擬
店
で
は
家
族

会
の
御
協
力
を
頂
き
ま
し
た
。
以
前

実
習
に
来
ら
れ
た
学
生
も
参
加
し
、

ご
利
用
者
と
久
々
に
再
会
さ
れ
懐
か

し
い
話
を
た
く
さ
ん
し
ま
し
た
。
た

く
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
お
か
げ

で
に
ぎ
や
か
な
納
涼
祭
を
行
う
こ
と

が
で
き
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
今
後

も
御
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。�

　
　
　
　
　
　
　
（
中
島
あ
ゆ
み
）�
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